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実務対応報告公開草案第 40号「リース手法を活用した先端設備等投資支援スキー

ムにおける借手の会計処理等に関する実務上の取扱い（案）」に関するコメント 
 

平成 26年 4月 25日 

有限責任 あずさ監査法人 会計・審査統括部 
 

 
平成 26年 3月 7日付で公表されました実務対応報告公開草案第 40号「リー

ス手法を活用した先端設備等投資支援スキームにおける借手の会計処理等に関

する実務上の取扱い（案）」について、有限責任 あずさ監査法人の会計・審査

統括部にて検討し、以下のとおり意見を取りまとめましたので提出いたします。 
 
１ 変動型又はハイブリッド型のリース・スキーム（第 2項） 

 

本実務対応報告のリース・スキームは我が国における一般的なリース・スキ

ームとは異なる特徴を有しており、とりわけ、変動型又はハイブリッド型のリ

ース・スキームについては、本実務対応報告特有の取扱いとなるため、オペレ

ーティング・リース取引と判定された場合の判定から開示までの設例を示して

いただきたい。 

 

２ ファイナンス・リース取引の判定基準（第 5項） 

 

リース取引開始日後にリース取引の契約内容が変更された場合（第 2項（6）

参照）、ファイナンス・リース取引かオペレーティング・リース取引かの判定

を再度行うとしているが、これまでの実務で取扱いが明示されていないため、

具体的な判定方法を示していただきたい。ただし、その場合、従来の実務での

混乱を避けるため、他のリース取引において適用することを妨げないが、これ

まで採用している判定方法は否定しない取扱いとしていただきたい。 
 
 

以 上 
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